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最近の農薬の散布法・新施用技術をめぐって
ゃく

ロ ー ヌ ・ プー ラ ン 油化ア グ ロ 株式会社研究開発部 薬

防除の 目的 は高品質の 農 産物 を 低 コ ス ト で大量 に収穫

する こ と に あ る こ と は い う ま で も な い が， 近 年， 防除 に

よ る 環境へ の イ ンパ ク ト を極力低減化 する る こ と が強 く

求 め ら れて い る 。 そ の た め に は 農薬 そ の も の を 改良 する

と 同時に， そ の施用 方法 も 改善 し て い く 必要があ る 。

こ れか ら の 防除 は能率性， 省力性及び経済性 を追求 す

る と 同時 に ， 農薬及び防除機の使用 者 な ら び に環境 に対

する 安全性が確保 さ れ る も の で な ければな ら な い と 考 え

る 。

こ の よ う な観点か ら ， 最近の新施用技術 に つ い て概観

し て み る こ と と する 。

1 新施用技術の動向

( 1 )  主 と し て水稲場面

1 ) 乗用 回楠機装着式散布機 に よ る 散布 (全農農技セ

ン タ ー， 1992， 1993;鈴木 ら ， 1992) 

農業機 械の効率的 利用 の一環 と し て ， 乗用式田植機 を

防除や施肥作業 に も 活用 し た も の で， 粒剤 (兼粒状肥

料) 散布装置， 液剤散布用 の ブー ム ス プ レ ー ヤ ， フ ロ ア

プル剤滴下装置 (植付部連動式) を装着 する こ と がで き

る 。 こ れ ら の機種は， 田植， 施肥， 防除の 同時実施が可
能であ り ， 田植時期前後の労働 ピー ク を 緩和 する こ と が

で き る 。 し か し ， こ の場合 に は 防除対象 は水稲初期発生

の病害虫 と 雑草 に 限定 さ れ る 。

一方， プーム ス プ レ ー ヤ装着機 は立 毛中の水田 に乗 り

入れて 薬剤散布 を 実施で き る の で， 適用病害虫， 雑草の

範囲 は か な り 広 く な る が， 水稲の踏み倒 し に よ る あ る 程

度 の 損失は避 け ら れな い。

な お ， こ れ ら の機種 は ， 畑作 ( 園芸) への利用 も 可能
で あ る と 考 え ら れ る 。

2 ) 水 田 用 大型送風散布機 に よ る 散布 ( 児玉ら ，

1989 ;深津， 199 0;全農農技セ ， 1991) 
こ の機種 は ス ーパ ー ス パ ウ タ ー ス プ レ ー ヤ と 呼ばれ，

空中散布の 実施が困難 に な っ た 一部の地 区 に 導入 さ れ，

実用化 さ れて い る 高能率の液剤散布機であ る 。 多数の ノ

ズルか ら 薬液を噴霧 する と 同時 に ， そ の背後 に あ る 強力

な大型送風機 に よ っ て 噴霧粒子 を 吹 き 飛 ば し な が ら ， 農

道 を走行散布 する 液剤多量散布機で， 無風状態での薬剤
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最高到達距離 は 1 00m に 達 する 。

散布作業能率 は 約 5 ha/時程度 (児玉ら ， 1989) で あ

り ， 慣行の 畦畔散布 ノ ズ ル に よ る 散布の 4�6 倍の高能率

で， 散布作業人員 は 3�4 名が標準 と な っ て い る ( 深津，

1990) 。

こ の散布法 は風の影響 を 受 け や すい た め ， 向か い風の

場合 は薬剤の到達距離が大幅 に 短縮 さ れ る こ と が あ り ，

ま た ， 追い風の場合 は逆 に 圃場外 に ま で薬剤が 漂流飛散

する 恐れがあ り ( 深津， 199 0) ， 場所 に よ る 防除効果 の変

動が 見ら れ る 場合があ る (児玉ら ， 1989) 。 し た が っ て ，

薬剤散布 は風が少 な い早朝 に 実施 する な ど作業上の工夫

が必要で あ る 。

ま た ， 防除実施面積がか な り 広 い場合 に は 防除作業班

を 数組編成 し て ， 交替で散布作業 を 実施 する こ と に な る

た め ， そ の よ う な 防除体制が組め る 地区でな い と ， こ の

機種の 導入 は難 し い と 考 え ら れ る 。

3 ) 産業 用 無 人 ヘ リ コ プ タ ー に よ る 散布 ( 市 川 ，

1989 ;全農農技 セ ， 1991 ) 

有人ヘ リ コ プタ ー に よ る 薬剤散布が水 回転作や農地 と

住宅地の混在化 な ど に よ り ， 実施困難 な地域が拡大 し て
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図 - 1 ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ 幼虫 に対す る 田植機装着式 プー
ム ス プ レ ー ヤ に よ る 液剤散布の効果 (全農. 1992) 

一一一 4 



191 最近の農薬の散布法 ・ 新施用技術 をめぐっ て

表 - 1 ス ー パ ー ス パ ウ タ ー ス プ レ ー ヤ か ら の距離別穂い も ち 発病
状況 (9月1 6 日 調査) (児 玉 ら ， 1993 ) 

調査地点 調査 発病 平均 発病 首い 首+枝梗 備 考
(m) 株数 株数 穂数 穂率 も ち 1 /3以上 (節い も

(株) (%) (本) (%) 穂率 穂 率 ち 穂数)
(%) (%) (本)

3 (2�4) 50 84 25 . 7  7 . 8  5 .1 5 . 8  1 
7. 5 25 68 3 0 . 8  4 . 2  l . 6  2 . 5  3 

2 l . 5  25 88 27 . 0  7 . 7  3 . 6 6 .1 。
4 l . 5  25 9 6 28 . 0  13 . 0  7 .3 1 0 . 4  l 
6 l . 5  25 1 00 27 . 2  19 . 6  13 .1 1 6 . 8  。
80 25 1 00 27 . 6  26 . 5  1 7 . 7  24 . 0  1 

平均落下量指数
眠て→ 上 3 .5 6  

、下2 .83
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例 え ば， イ ネ ミ ズ ゾウ ム シ の 防除 に 用 い ら れて い る カ

ル ホ ス 水面展開剤 ( 油剤) は， 2 0 か所/1 0a 程度 に 原液を

田水面 に 滴下 する こ と に よっ て ， 薬剤が水面 に 広が っ て

い き ， イ ネ ミ ズ ゾウ ム シ等 を 防除 する 。

水稲初期除草剤 の ロ ン ス タ ー 乳剤 や デ ル カ ッ ト 乳剤

は， 植 え 代時 ま た は植 え 代直後 に 原液を 約 5 00ml/1 0 a 

滴下処理 する が， ボ ト ルか ら の 手散布 と ト ラ ク タ ー装着

式専用滴下装置 を利用 する 方法が と ら れて い る 。 ま た ，

シ ー ゼ ッ ト フ ロ ア プル は， 水稲移植後 に 原液を 0. 8�ll/

1 0  a 湛水散布 ま た は 水 口 施用 する が， 原液が水稲 に かか

っ て も 薬害が発生 し な い よう に 製剤が 工夫 さ れて い る 。

水口施用 は水田への入水時 に 薬剤 を 水 口 に施用 し て ， 流

入水 と と も に水田全面 に 拡散 さ せ ， 水 深が通常の 湛水状

態 に 達 し た ら 入水 を 止め る 。 水 口 施用 は か な り の 大面積

闘場で も 適用 が可能であ り ， 作業能率 も 非常 に 高 い施用

法であ る 。

茨城県農総セ ン タ ー に よる シ ー ゼ ツ ト フ ロ ア プル に つ

い て の施用 方法別作業能率比較試験結果で は ， 慣行の人

力散粒機 に よる 粒剤散布 と 比較 し て ， ボ ト ルの 手散布で

1/3�1/5， 水 口 施用 で は 1/1 0程度 の作業時間 と な っ て い

る (小貫ら ， 1992) 。

こ こ で述べた よう な タ イ プの薬剤 は， 現在 幾っ かが開

発試験中で あ り ， 今後， 実用 化 さ れ る も の が増加する と

思わ れ る が， 薬剤施用時及び施周直後 の 強風 に よる 薬剤

の 吹 き 寄せ に つ い て は 十分 に 留意する 必要 が あ る 。

( 2 ) 主 と し て 園芸， 畑作場面

1 )  オ ー ト ス ブレ ー カ ー に よる 散布

通常 の動力噴霧機 を 用 い， ノ ズ ル と ホ ー ス 部分 を バ ッ

テ リ ー カ ー に 搭 載 し た 装置 を 畝溝に 沿っ て 自 動走 行 さ

せ， 左右両側 に 薬剤 を噴霧 し な が ら 往復散布 する 方式で

あ る 。 こ の 方法 は液剤多量散布で， 散布薬液量 は 1 00�

5 00 l/1 0 a と な る 。 既 に 施設内 での病害虫防除 に 実用 化

薬剤散布 は ， 19 88 . 7 .1 6， 7 目 27， 8 .1 0 . 8 . 24 に 実 施.
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図 - 2 ス ーパ ー ス パ ウ タ ー ス プ レ ー ヤ に よ る 薬剤の距離
別落下状況 (全農， 1990 

い く な か で， 有人ヘ リ コ プ タ ー に よる 空中散布 を補完 す

る 目 的 で開発 さ れ た の が 産業 用 無 人 ヘ リ コ プ タ ー で あ

る 。

産業用無人ヘ リ コ プタ ー に よる 農薬散布の薬剤落下分

散， 付着均一性， 生育後期 の水稲下部への薬剤到達性及

び防除効果 は地上散布 と ほ ぼ同等であ り ， 散布薬剤の地

域外への 漂流飛散 は， 有人ヘ リ コ プタ ー と 比較 し でか な

り 少 な い と い え る 。 薬剤散布 の 作 業能率 は 約 2 ha/ 時

で， 2�3 人で散布がで き る 。

水稲の病害虫防除 に つ い て は 液剤少量散布が既 に実用

化 さ れ， 除草剤散布や畑作場面等への適用 開発試験が進

め ら れて い る 。

現状で は 操縦技術， 薬剤散布装置， 散布 コ ス ト 等 に つ

い て の 問題点が指摘 さ れて い る が， 散布作業能率 を 更 に

高 め る た め に 微量散布技術の確立が期待 さ れ る 。

4 ) 水田用原液湛水散布 ・ 水 口施用

水田での病害虫， 雑草防除で は ， 図面水 を 上手 に利用

する こ と に よっ て ， 必ず し も 均一散布 し な く と も ， 手散

布で能率 よく 防除で き る 方法が実用化 さ れ普及 し て い る 。
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さ れて い る が， 露地での 棚作 り 栽婿の果 樹園や 茶園な ど

への適用 も 可能で あ る 。

こ の 方式 は， 手持 ち の動力噴霧機や薬液タ ン ク な ど を

そ の ま ま 利 用 で き る と と も に ， 常温煙霧機の場合 と は違

っ て ， 施設内 での適用 登録が あ る すべて の薬剤 を使用 で

き る と い う 利点があ る 。 ま た ， 散布作業能率 は人 カ散布

の 3�4 倍程度 と 高 く ， 施設内 に ほ と ん ど立 ち 入 る こ と な

し に薬剤散布がで き る の で， 作業者 に 対する 安全性の点

で も 優れて い る 。

防除効果 に つ い て は， 作物が過繁茂 あ る い は密植の場

合 に は や や劣 る こ と が あ る も の の， 一般的 に は動力噴霧

機 に よ る 人 カ散布の場合 と ほ ぼ同等 の効果が期待で き
る 。 な お， オ ー ト ス プ レ ー カ ー は 完全 自 動化機種 も 既 に

実用化 さ れて い る 。

2 )  静電散布

静電散布 は， 薬剤 に 高電圧で静電気 を 帯 び さ せ て電荷

表 - 2 シ ー ゼ ッ トフ ロ ア プル に つい て の 散布法別作業能率
(小貫 ら ， 1992) 

散 布 方 法
作業時間 同左比
(分/10 a) (%) 

ボトル散布 (圃場内歩行) 5 . 4  (36) 
ボトル散布 (珪畔か ら ) 2 . 9  (19) 
噴霧器散布 (睦畔か ら ) 4 . 0  (27) 
滴下流入緬用 8 . 7  (58) 
水 口 一括施用 1 . 1  ( 7) 
ラ ジコ ン へ リ 利用 4 . 9  (33) 

(比較) 人力散粒機 15 . 0  (100) 

注) 資材， 機材の運搬時間は含めず， 除草剤の施用 に 必要 と す
る 時間 の み と し た.

を与 え， そ の 逆の電極 と な る 作物 に 電気 的 に 吸着 さ せ る

帯電散布法で あ る (津賀， 1 982) 。

静電散布 は薬剤の作物 に 対する 付着効率 を 高 め， 漂流

飛散 を低減 する た め の有力 な散布法 と し て 期待 さ れて お

り ， 特 に 作物 の 葉裏 へ の 薬剤 付着 が 多 い の が特徴 で あ

る o

静電散布 に つ い て は液剤， 油剤， 粉剤， く ん煙剤 な ど

で試験が 重ね ら れて い る が， ま だ実用機 は 市販 さ れて い

な い。 実用機の市販が期待 さ れ る 。

2 これから の施用技術の課題

( 1 ) 作物への薬剤 の 付着効率 の 向上

農薬 を作物の茎葉 に 散布 し た と き の 付着効率 は， 農薬

の使用剤型や散布方法 に よ っ て ， か な り 異 な る 場合が あ

る が， こ れ ま で に 実施 さ れ た 各種 の 試験成 績を み る と ，

一般的 に は 1 0�3 0% 程度 であ る 。 言 い か え れ ば， 散布 さ

れた 農薬 の う ち 作物 に 付着 し な い も の が 7 0�90% を 占

め て い る わ り で あ る が， そ の大部分 は地表 に 落下 し ， 一

部 は風や上昇気流 に よ っ て 漂流飛散 し ， 土壌微生物や 紫

外線 な ど に よ っ て ， や が て は 分解消 失する わ け で あ る

が， そ れ ま での 聞 に 環境 に対 し て 何 ら か の イ ンパ ク ト を

与 え る こ と に も な る 。 こ の よ う に ， 散布 さ れた 農薬の 損

失率 は き わ め て 高 い の が現状で あ る 。

作物や雑草の茎葉部へ の薬剤の 付着量 と 防除効果 は必

ず し も 比例 し な い が， 防除効果 を 的確 に あ げ る た め に は
一定量 以上の薬剤 付着が必要 と さ れ る 。

仮に， 作物への薬剤 付着効率 を 確実 に 3 0% 高 め る こ と

がで き る と すれ ば， 薬剤散布量 を 3 0% 減 ら すこ と が可能

に な る わ け で あ る 。 し た が っ て ， い か に し て 作物への薬

表 - 3 シ ー ゼ ッ トフ ロ ア プル の水口施用 に よ る 雑草防除効果(処理後 40 日 )

調 査 残 草 量 (生体重対無処理区比)
地 点 一年生雑草 多 年生雑草

( 水口 か ら ) そ の他 ホ タ
の距離 ノ ピエ コ ナギ

広 葉 1レ イ

①O m 0% 。% 。% 25% 
②25 m 。 。 。 。
③50 m 。 。 。 4 
④75 m 。 。 。 8 

無処理 (g/m2) (g/m2) (g/m2) (g/m') 
1 ， 930 . 6  0 . 6  37 . 7  38 . 7  

(100) (100) (100) (100) 」ー
注 1) 処理時期: 1991 年 5 月 13 日 (移植後 8 日 )

2) 園場条件: )享層腐植賀多 湿黒ポ ク土36 . 4 a 
(75 X 48 . 5  m) パ イ プラ イ ン (水 口 2 か所)

そ の他

一%

(g/m2) 
。

(小貫 ら ， 1992) 

総計 薬害
(% )  

t% 無
。 無
t 無
t 無

(g/m2) 
2 ， 007 . 6  

(100) 

3) 供試除草剤 お よ び処理量: ピ リ プチ カ ル プ ・ プ ロ モ プチ ド ・ ベ ン ゾ フ ェ ナツ
プ ・ フ ロ ア プル， I ， OOO ml/lO a 
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剤の付着効率 を 高 め ， 損失率 を低 く し て ， 環境への イ ン

パ ク ト を低減 する かが， こ れか ら の施用技術の最大の課

題 と い え よう 。 そ の よう な わ け で， 静電散布の実用化に

期待 する と こ ろ が大 き い。

( 2 ) 施用技術の高能率 ・ 省力化 ・ 安全性の追求

施用技術の高能率 ・ 省力 化 は， か な り の と こ ろ ま で き

て い る と 思わ れ る が， 更 に 追求 し て い く べ き であ る と 考

え る 。 液剤の 濃厚少量散布 は 高能率， 省力化 に つ な が る

技術で あ る が， 現状で は散布の均一性， 作物 に 対する 薬

害， 散布者 や環境 に 対する 安全性 な ど の 点 で問題があ

り ， 施設内での常温煙霧機 に よる 散布で実用化 さ れて い

る に と ど ま り ， ま た ， 微量散布 は空 中散布で実用化 さ れ

て 広 く 実施 さ れて い る が， 地上散布で は ま だ実用化 さ れ

て い な し、

省力化 を追求 し て い く と ， 究極 的 に は完全 自 動化 ( ロ

ポット 化 )に 到達 する こ と に な る わ け で， ロ ボ ット 化が

達成 さ れれば， 作業者 に 対する 安全性の面での心配 は大

幅 に 少 な く な る 。

施設内での 防除作業 で は 既 に 完全 自 動化 さ れた 常温煙

霧機や オ ー ト ス ブレ ー カ ー が実用 化 さ れて い て ， 今後 は

更 に 完全 自 動化が進む も の と 考 え ら れ る 。

畑作場面で は ， 高能率の大型 プー ム ス プ レ ー ヤ がか な

り 普及 し て い て ， 比較的問題が少 な い が， 少量散布や静

電散布技術の 導入確立 に よっ て ， 更 に 能率性 と 安全性 を

高め て い く べ き で あ ろ う 。

果 樹園 で は ス ピー ド ス プ レ ー ヤ に よる 防除が主体 と な

っ て い る が， オ ペ レ ー タ ー へ の安全 対策の確立 と ， ス ピ

ー ド ス プ レ ー ヤ が使用 で き な い 急傾斜地園 での効率的 な

防除法の確立が 重要 な課題 と な ろ う 。

一方， 水稲場面での現行の 高能率散布法 は 防除 対象作

物か ら 離れた 畦畔か ら の 流 し 散布が主体 と な っ て い て ，

散布の均一性 を よく する た め に 多量散布 に な ら ざる を 得

な い面があ り ， ま た ， 風 に よっ て薬剤到達性が低下 し た

り ， 薬剤 の 漂流飛散が多 く な る 等 の 矛盾を は ら ん で い

る 。 こ の 点 を 今後 い か に し て 解決 し て い く かが大 き な課

題 と な っ て い る 。

ま た ， 水 田 で の 農薬原液の 水 口施用 や湛水散布 も 高能

率， 省力化へ の一つ の 方 向 を 示 すも の で あ り ， 今後， こ

の タ イ プの施用技術 も 更 に 普及 し て い く も の と 考 え ら れ

る 。
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本 会 発 行 図 書

『応用植物病理学用語集』
j賓屋悦次(前農林水産省農業環境技術研究所微生物管理科長) 編著 B6判 506ページ

定価 4，800円(本体4，660円) 送料 380円

植物 病理学研究 に 必要 な用語に つ いて ， 植物 病理 学は もち ろ ん ， 農薬 ， 防 除， 生化学 ， 分子生物学 など に つ い

て も 取 り 上げ (約 6，8 00 語) . 紛ら わ しい用語には簡 単な説明 を付 けそ れ ぞ れ を 英和 ， 和英 に 分 けて ア ルフアベッ

ト順 に 掲載 し， ま た， 付録 に は 植物 のウイルス， 細菌 ， 線虫 の分類表 を 付 した用語集です。 植物 病理学 の専門家

は も ち ろ ん 広く 植物防疫 の関 係者 に と っ て ご活 用いただき たい用語集です。

お申し込みは前金(現金書留・郵便振替・小為替など)で直接本会までお申し込み下さい。
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